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特集１ 第４次日出町総合計画　後期基本計画策定
特集２ 学力と学習状況を調査
特集３ 読書のすすめ
写真は、若宮八幡神社の大祭での稚児行列の参加者。



活力
資源の活用・
戦略・整備　

自然
自然への回帰
（環境整備）

人と自然が調
和したふれあ
いと活力ある

まち

人
防災・健康づくり

ふれあい
コミュニティ・
国際交流　　　

日
出
町
の
未
来
を
描
く

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
「
第
４
次
日
出
町
総
合
計
画
」
後
期
基
本
計
画
を
策
定

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
４
次
日
出
町
総
合
計
画　

前
期
基
本
計
画
」

が
平
成
22
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
た
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
、具
体
的
な
施
策
や
事
業
を
示
す
実
施
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
、
町

の
将
来
像
を
明
確
に
し
た
総
合
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
町
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
か
ら
具
体
的
な
施
策
や
事
業

ま
で
を
一
貫
し
て
示
す
た
め
に
、
基
本

構
想
、基
本
計
画
、実
施
計
画
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
出
町
は
平
成
18
年
７
月
に
「
第
４

次
日
出
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
町
の
将
来
像
を
「
人
と

自
然
が
調
和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ

る
ま
ち
」
と
定
め
、
こ
の
５
年
間
、
町

民
皆
さ
ま
と
行
政
が
連
携
し
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
前
期
基
本
計

画
に
沿
っ
て
各
種
施
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
や
行
政
に
対
す
る
意
識
の
変

化
、
深
刻
な
財
政
状
況
な
ど
、
町
を
取

り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
今
後
５

年
間
を
見
通
し
た
行
政
課
題
を
整
理

し
、
解
決
に
向
け
た
施
策
を
ま
と
め
た
、

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て



実施計画

基本計画

基本構想

「
人
」
を
大
切
に
す
るま

ち
づ
く
り

●
防
災
体
制
の
確
立

　

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
町
民
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
備
え
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
自

立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
担
当
部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
行
政
と
町
民

皆
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

「
自
然
」
と
調
和
し
たま

ち
づ
く
り

●
自
然
へ
の
回
帰
（
環
境
整
備
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
原
子
力
発
電

に
対
す
る
安
全
性
が
見
直
さ
れ
政
策
の

転
換
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
、

節
電
や
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
自
然
を
大

切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
」
広
が
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

　

い、
ざ、
と
い
う
時
に
支
え
合
う
地
域
力

を
い
か
に
向
上
さ
せ
て
い
く
か
も
大
き

な
課
題
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
、

希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
強
化
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
と

人
と
の
交
流
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
活
動

の
支
援
や
国
際
交
流
な
ど
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

「
活
力
」
あ
ふ
れ
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

日
出
町
は
い
ろ
い
ろ
な
資
源
が
眠
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
観
光
整
備
、
産
業

振
興
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

① 

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
産
業

の
振
興
、
雇
用
対
策
で
活
力
を
育
て

ま
す
。

② 

大
学
等
と
の
連
携
で
、
観
光
な
ど
の

資
源
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

③ 

市
街
地
整
備
、
道
路
整
備
、
公
共
交

通
機
関
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

特
に
、
暘
谷
駅
周
辺
整
備
や
歴
史
的

風
情
の
あ
る
街
並
み
整
備
を
行
い
ま

す
。

町
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
の
柱

災害時の緊急情報などを
素早く住民に伝える防災
行政無線

役場本庁舎や小田城浄水
場に太陽光パネルを設
置。豊岡小学校新校舎の
屋根にも設置予定

APU の学生と地域の方
が国際交流。田植えの後
は、昼食をとりながら親
睦を深めました

暘谷駅の利便性の向上
や、人が賑わう空間づく
りを目的に、駅周辺整備
を進めています

総合計画の構成

●基本構想
　町が目指す将来像とそれ
を実現するための方向性を
示すものです。

●基本計画
　基本構想に掲げる将来像
を実現するため、施策を分
野別に体系化し、施策ごと
に成果指標と目標を達成す
るための、主な事業を定め
たものです。

●実施計画
　基本計画に基づき、具体
的な施策や事業内容を示す
ものです。



大分県基礎・基本の定着状況調査を実施

「学力」と「学習状況」を調査
　4月 19日に、県下一斉に行われた大分県基礎・基本の定着状況調査の結果と、今後の取り組みに

ついて報告します。

　この調査は、小学 5年生と中学 2年生を対象に、「学力」と「学習状況」について把握するもので、

大分県独自に平成 17年度から実施されているものです。

＊ このテストは大分県独自のものですが、他の都道府県でも同様の調査を実施しており、その平均

正答率を全国平均として、日出町の平均値と比較しています。

中
２
で
全
教
科
全
国
平
均
上

回
る

　

学
力
テ
ス
ト
で
は
、
小
学
５
年
生
で

「
国
語
・
算
数
」、中
学
２
年
生
で
「
国
語
・

数
学
・
英
語
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
①
は
、
学
力
テ
ス
ト
に
お
け
る
日

出
町
と
全
国
平
均
と
の
比
較
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

小
学
５
年
生
は
国
語
も
算
数
も
全
国

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
中
学
２
年

生
で
は
３
教
科
と
も
全
国
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
。

表①　学力テストにおける日出町と全国平均との比較

小学5年生 国語 算数

本年度
日出町 67.8 75.2
全　国 69.4 78.6

昨年度
日出町 66.0 75.3
全　国 67.0 77.6

中学2年生 国語 数学 英語

本年度
日出町 74.3 67.6 67.3
全　国 71.2 66.4 64.5

昨年度
日出町 76.1 72.4 73.0
全　国 73.6 67.4 79.3

表②　3年経過後の学力の変化を示したもの

平均正答率の
全国比　　　

20年度 23年度
伸び

小学5年生 中学2年生
国語　　　 100.3% 104.4% 4.1%
算数・数学 101.6% 101.8% 0.2%

地
道
な
努
力
が
実
を
結
ぶ

　

３
年
前
小
学
５
年
生
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
今
年
中
学
２
年
生
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

表
②
で
は
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
に

よ
る
成
果
を
み
る
た
め
、
こ
の
学
年
の

当
時
と
今
で
、
全
国
平
均
を
１
０
０
と

し
た
場
合
の
日
出
町
の
平
均
正
答
率
の

変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

国
語
で
は
、
４
．
１
ポ
イ
ン
ト
、
算

数
（
数
学
）
で
は
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
伸

び
て
い
ま
す
。

　

朝
自
習
を
利
用
し
て
漢
字
や
計
算
ド

リ
ル
を
行
っ
た
り
、
放
課
後
に
補
充
学

習
を
行
っ
た
り
と
、
基
礎
を
確
実
に
定

着
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
授
業
の
改
善
と
し
て
、
自
分

た
ち
で
考
え
、
そ
の
意
見
を
互
い
に
話

し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
考
え
を

ま
と
め
る
力
、
話
を
聞
く
力
を
養
っ
て

き
ま
し
た
。

　

家
庭
で
の
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
、
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
を
作
り
、

家
で
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
た
の
か
を

書
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

表③　昨年と今年の学習状況調査の結果

学年 小学５年生

調査項目 勉強時間
分／日

TV 視聴
分／日

ゲーム
分／日

読書量
冊／月

23 年度 69 91 35 5.9
22 年度 61 108 44 8.7

学年 中学2年生

調査項目 勉強時間
分／日

TV 視聴
分／日

ゲーム
分／日

読書量
冊／月

23 年度 94 96 25 3.9
22 年度 94 110 33 4.5

特集2
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こ
う
し
た
地
道
な
努
力
が
、
学
力
の

向
上
に
結
び
付
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は

減
少

　

表
③
は
、
昨
年
と
今
年
の
学
習
状
況

を
調
査
し
た
結
果
で
す
。

　

小
中
学
生
と
も
昨
年
に
比
べ
テ
レ
ビ

を
見
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が

減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

小
学
５
年
生
で
は
、
学
習
時
間
が
増

え
た
も
の
の
、
中
学
２
年
生
で
は
変
化

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

読
書
量
は
、
小
中
学
生
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

小
学
５
年
生
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
の
時
間
が
減
り
、
勉
強
時
間
は
増
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
度
の
結
果

や
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

学
習
方
法
に
問
題

　

表
④
で
は
、
学
習
状
況
な
ど
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

勉
強
中
は
「
集
中
し
て
い
る
」
や
「
自

分
で
計
画
を
立
て
て
い
る
」、「
相
手
の

話
を
聞
く
」
な
ど
の
質
問
に
対
し
て
、

「
で
き
て
い
る
」
と
回
答
し
た
子
ど
も

の
割
合
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回

り
ま
し
た
。

　

学
習
時
間
は
増
え
た
も
の
の
、
学
習

方
法
の
改
善
が
必
要
で
す
。

成
績
下
位
層
が
県
平
均
を
上

回
る

　

グ
ラ
フ
①
、
②
は
、
小
学
５
年
生
の

国
語
と
算
数
の
偏
差
値
を
、
５
段
階
に

分
け
た
と
き
の
割
合
で
、
日
出
町
と
大

分
県
平
均
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

国
語
で
は
、
上
位
層
が
わ
ず
か
に
少

な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
県
平
均
と
同
じ
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
算
数
を
見
る

と
、
偏
差
値
下
位
層
で
あ
る
２
や
３
の

割
合
が
多
く
、
上
位
層
の
４
や
５
の
割

合
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
放
課
後
補
充
学
習
に
加

え
、
昨
年
度
か
ら
、
夏
休
み
中
の
補
充

学
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

偏
差
値
下
位
層
の
児
童
生
徒
を
、
い

か
に
減
ら
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

家
庭
と
の
協
力
が
不
可
欠

　

学
力
テ
ス
ト
で
常
に
上
位
に
入
る
秋

田
県
で
は
、
小
学
３
年
生
ま
で
に
学
校

と
家
庭
が
連
携
し
て
自
分
で
学
習
す
る

「
自
学
」
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
、
毎
日
出
さ
れ
た
宿
題
を
し
た
か

ど
う
か
、
家
庭
で
確
認
す
る
と
い
う
協

力
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
も
、
学
校
と
家
庭
が
協
力

し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
自
ら
進
ん

で
学
習
す
る
姿
勢
を
、
し
っ
か
り
身
に

つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表④　学習状況調査

調査項目 日出町 全国
自分で計画を立てて、勉
強している 26.2% 30.0%

集中して勉強している 30.6% 34.8%
相手の話をしっかり聞き
取っている 28.2% 37.2%

登場人物の気持ちを思い
ながら、本を読んでいる 28.6% 36.7%

グラフ①　小学５年生国語

グラフ②　小学５年生算数

日出町
大分県

1 2 3 4 5

日出町
大分県

1 2 3 4 5



学
力
向
上
に
向
け
た
学
校
で
の
取
り
組
み

　

平
成
19
年
度
に
全
国
で
開
始
さ
れ
た
学
力
調
査
で
は
、
大
分
県
の
成
績

は
30
位
台
〜
40
位
台
で
推
移
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
大
分
県
の

成
績
を
九
州
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。

　

日
出
町
と
し
て
も
、
学
力
向
上
に
向
け
学
校
現
場
で
は
様
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
に
、「
学
力
向
上
支

援
教
員
」
を
２
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
教
員
に
は
、
優
れ
た
授
業
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
学
力
向
上
対
策
の
中

心
的
な
存
在
と
し
て
、
自
ら
所
属
す
る

学
校
だ
け
で
な
く
、
他
校
に
も
出
向
き
、

授
業
を
公
開
し
た
り
、
他
の
教
諭
に
対

し
て
指
導
助
言
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

日
出
町
の
小
中
学
生
の
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
見
る
と
、
算
数
・
数
学
で
「
知

識
」
に
関
す
る
問
題
の
正
答
率
が
高
い

よ
う
で
す
が
、「
活
用
」
に
関
す
る
問

題
の
正
答
率
が
低
い
と
い
う
分
析
結
果

が
で
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
考
え
、
答
え
に
導
く
力
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
授
業
改
善
を

行
い
、
活
用
力
問
題
に
も
強
い
児
童
生

徒
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

支
援
教
員
は
週
に
２
日
、
所
属
す
る

学
校
か
ら
他
校
に
派
遣
さ
れ
、
４
年
生
・

５
年
生
を
中
心
に
数
学
の
授
業
を
行
い

ま
す
。

　

支
援
教
員
が
授
業
を
行
う
際
、
学
級

担
任
は
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
様
子
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
子
ど

も
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
ま
す
。
ま
た
、
学

級
担
任
が
授
業
を
行
う
と
き
は
、
支
援

教
員
が
フ
ォ
ロ
ー
に
回
り
、
お
互
い
連

携
し
な
が
ら
効
率
的
に
授
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

学
力
向
上
支
援
教
員

を
配
置

今年度配置された、学力向上支援教員の一人
藤田里美　教諭（川崎小学校）



授
業
改
善
で
、

考
え
る
力
・
ま
と
め
る
力
を
伸
ば
す

　

支
援
教
員
の
一
人
で
あ
る
藤
田
里
美

先
生
の
授
業
。
児
童
が
授
業
の
中
で
つ

ま
ず
き
や
す
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
か
じ
め

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
必
要
が
あ
れ
ば

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
作
成
し
た
り
し

ま
す
。
授
業
前
に
は
、
学
級
担
任
と
の

打
ち
合
わ
せ
も
行
い
ま
す
。

　

授
業
に
入
る
と
ま
ず
、『
め
あ
て
』
と

書
か
れ
た
シ
ー
ト
を
黒
板
に
貼
り
付
け

ま
す
。
続
い
て
そ
の
横
に
、『
四
角
形
の

内
角
の
和
を
調
べ
よ
う
』
と
板
書
し
ま

し
た
。
こ
の
授
業
の
目
的
を
明
確
に
す

る
た
め
で
す
。『
１
時
間
完
結
型
授
業
』

を
取
り
入
れ
、
そ
の
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
た
だ
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
児
童

た
ち
が
自
分
で
考
え
、
お
互
い
の
考
え

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
の
場
を
確
保
す

る
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
四
角
形
の
和
が
何
度

に
な
る
の
か
、
準
備
し
た
シ
ー
ト
に
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
書
き
ま
し
た
。
児

童
の
多
く
が
手
を
上
げ
、
そ
の
内
の
何

人
か
が
発
表
し
ま
し
た
。
答
え
は
一
つ

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
児
童
に
よ
っ
て
説

明
方
法
が
違
い
ま
す
。
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
学
び
合
う
こ
と
で
、「
考
え
る

力
」「
ま
と
め
る
力
」「
人
の
意
見
を
聞

く
力
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
板
書
の
仕
方
を
工
夫
し
、
板

書
と
ノ
ー
ト
の
一
体
化
を
図
る
こ
と

で
、
ノ
ー
ト
整
理
し
や
す
く
時
間
短
縮

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

つ
ま
ず
き
解
消
に

夏
休
み
補
充
学
習

　

児
童
一
人
ひ
と
り
の
つ
ま
ず
き
解
消

を
目
的
と
し
た
「
夏
休
み
補
充
学
習
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
に
５
日
間
、
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
算

数
を
中
心
に
各
自
の
弱
点
を
補
強
す
る

スクールミュージアム

芸 術 会 館 巡 回 美 術 展
　大分県立芸術会館より、日出町出身作家の作品や日出町にゆかりのある作品など、およそ 40点
を日出小学校体育館に展示します。

開催日　11 月 11 日（金）9 時～ 16 時
会　場　日出小学校体育館
内　容　日本画・洋画・版画・彫刻・工芸等
入場料　無料
問合先　学校教育課☎ 73 ‐ 3171

小学 6年生が作品の説明

を行います。
●解説時間　9時～ 12時

た
め
、
教
室
に
教
諭
を
数
名
ず
つ
配
置

し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
学
校
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
の
目
的
に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ス
分
け

を
す
る
な
ど
、
工
夫
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用

　

町
内
各
小
学
校
で
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
力
を
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
な

学
校
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
ま
す
。

　

豊
岡
小
学
校
で
は
、
平
成
16
年
度
か

ら
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

専
業
主
婦
や
現
役
を
引
退
し
た
高
齢

者
な
ど
、
現
在
25
人
が
登
録
し
て
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
得
意
な
分
野
で
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
テ
ス
ト
の
採
点
、
漢
字

や
裁
縫
の
指
導
、
校
外
活
動
の
引
率
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

学
習
補
助
に
よ
り
先
生
た
ち
に
も
時

間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
、
よ
り
効
果
的

な
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自分で考え、答えを導く児童



グラフ①　
本を読むことが好きですか？

好き
61％

嫌い３％

少し好き
30％

少し嫌い６％

グラフ②　１カ月の間に何冊の本を読みましたか？

０ １ ２ ３ ４～６ ７～９ 10～20 21～

９％ 10％

13％
12％

20％

10％

14％
12％

日出町子ども読書活動推進計画策定

読書のすすめ
　読書は言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにするためにとても大切な
活動です。
　近年の学力低下問題について、読書離れとのかかわりがとても深いことが指摘されています。
　そこで、日出町では児童生徒・保護者の読書活動の現状を明らかにするため、今年 3月、読書活
動の現状に関するアンケートを実施しました。
　このアンケート結果を踏まえつつ、学校や家庭での読書活動の推進を図り、これからの人生を豊
かにするため、「日出町子ども読書計画推進計画」を策定しました。

読
書
活
動
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施

　　

今
年
３
月
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の

読
書
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で

「
児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
読
書
活
動
に

係
る
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
小
学
２
年
生
・
５

年
生
合
わ
せ
て
１
８
７
人
、
中
学
２
年

生
87
人
、
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の

子
を
も
つ
保
護
者
１
５
４
人
、
合
計

４
２
８
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

91
％
の
子
ど
も
は
本
が
好
き

　　

児
童
生
徒
に
対
す
る
質
問
で
、
グ
ラ

フ
①
の
「
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す

か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、「
好
き
」「
少

し
好
き
」
と
答
え
た
子
ど
も
の
割
合
は

91
％
で
し
た
。
ま
た
、「
１
カ
月
間
に

本
を
何
冊
読
み
ま
し
た
か
」
の
問
い
に

対
し
て
は
、
グ
ラ
フ
②
を
見
る
と
、「
４

冊
以
上
」
と
答
え
た
子
ど
も
の
割
合
が

56
％
あ
り
、
読
書
へ
の
関
心
は
相
当
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

特集3



グラフ③　どんな本が好きですか？

小説・物語
62％

絵本15％

伝記５％
科学11％
その他７％

グラフ④
子どもに、どのくらい本を読んであげていまし
たか？

月２回～３回
44％

週３回～４回
35％

毎日
21％

０冊
44％

１冊～２冊
40％

３冊以上 
16％

グラフ⑤　
あなた自身１月に何冊の本を読みますか？

小
説
や
物
語
が
人
気

　

グ
ラ
フ
③
を
見
る
と
、「
ど
ん
な
本

が
好
き
で
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、

小
説
や
物
語
、
絵
本
な
ど
の
文
学
的
な

読
み
物
で
77
％
を
占
め
て
お
り
、
科
学

書
や
伝
記
な
ど
の
読
み
物
が
少
な
く
、

読
ん
で
い
る
本
の
種
類
に
偏
り
が
み
ら

れ
ま
す
。

上
位
学
年
ほ
ど
進
む
読
書
離

れ
　
「
学
校
図
書
館
に
勉
強
時
間
以
外
に

行
き
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、

「
よ
く
あ
る
」
と
答
え
た
小
学
２
年
生

は
36
％
で
し
た
が
、
中
学
２
年
生
で
は
、

15
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
学
年

が
進
む
に
つ
れ
、
図
書
館
離
れ
が
進
む

傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

小
学
５
年
生
か
ら
、
日
課
表
の
中
で

「
読
書
の
時
間
」
が
消
え
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

記
憶
に
残
る
読
み
聞
か
せ

　

保
護
者
向
け
の
読
書
調
査
か
ら
、「
あ

な
た
は
、
子
ど
も
に
絵
本
や
物
語
を
読

ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の

問
い
に
対
し
て
、「
よ
く
あ
る
」
と
答

え
た
の
は
61
％
で
し
た
。
子
ど
も
へ
の

質
問
で
「
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
は

81
％
の
子
ど
も
が
「
あ
る
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ

た
記
憶
が
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
④
を
見
る
と
「
読
み

聞
か
せ
の
回
数
」
で
は
、
毎
日
が
21
％
、

週
３
〜
４
回
が
35
％
、
月
に
２
〜
３
回

が
44
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
に
読
書
へ
の
興
味
を
尋
ね
る

と
、「
大
好
き
」「
好
き
」
合
わ
せ
て

70
％
と
高
い
が
、
グ
ラ
フ
⑤
を
見
る
と
、

１
月
に
読
む
冊
数
は
「
３
冊
以
上
」
が

16
％
、「
０
冊
」
が
44
％
で
し
た
。
本

は
好
き
だ
が
、
多
忙
の
た
め
読
む
時
間

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

読
書
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
保

護
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
出
町
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
を
策
定

　

読
書
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
読

解
力
や
想
像
力
、
思
考
力
、
表
現
力
等

の
基
礎
力
を
養
う
と
と
も
に
、
自
ら
学

ぶ
楽
し
さ
や
知
る
喜
び
を
覚
え
、
さ
ら

な
る
探
究
心
や
真
理
を
求
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

近
年
、
学
力
低
下
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
離
れ

と
も
非
常
に
関
わ
り
合
い
が
深
い
と
い

う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
ペ
ー
ジ
の
「
学
習
状
況
調
査
」
か

ら
も
、
小
学
５
年
生
・
中
学
２
年
生
と

も
読
書
量
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
結
果

が
で
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、
本
と
親
し
む
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、
行

政
と
家
庭
、学
校
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
出
町
に
お
け
る
読
書
活

動
の
実
態
を
踏
ま
え
た
「
日
出
町
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
、
計
画
の
概
要
と
そ
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。



行
政

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

日
出
町
で
は
、
４
カ
月
児
健
診
の
際
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

健
診
の
待
ち
時
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
文
字
を
早
く
覚
え
さ
せ
る

早
期
教
育
で
は
な
く
、
優
し
く
語
り
か

け
る
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
と
語
り
合
う
、

大
切
な
時
間
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
心
の
成

長
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園

読
み
聞
か
せ

　

幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
毎
日
の
保
育
活
動
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、
絵
本
や
物

語
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
内
容

を
自
分
の
経
験
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、

想
像
し
た
り
、
表
現
し
た
り
す
る
こ
と

を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
学
ぶ
た
め
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
に
出
合
い
親
し
む
環
境
の
充
実
が

必
要
で
す
。

家
庭

読
書
の
習
慣
づ
く
り

　

家
庭
で
は
子
ど
も
が
読
書
を
す
る
時

間
を
設
け
、
そ
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
機
に
親
が
読
み

聞
か
せ
を
行
い
、
読
書
を
通
じ
て
子
ど

も
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
話

し
合
う
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機

会
と
し
て
家
庭
読
書
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

学
校

読
書
活
動
の
充
実

　

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、
10
分

〜
15
分
の
朝
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
と
も
に
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
書
活
動
の
充
実
の
た
め
、「
朝
読

書
」「
読
み
聞
か
せ
」「
読
書
集
会
」「
図

書
館
だ
よ
り
」
の
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
回
数
や
時
間
を
増
や
す
工
夫

が
必
要
で
す
。

幼稚園の降園前の読み聞かせ

萬里図書館で毎月開催される読み聞かせ

朝自習の時間に読書する中学生

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
進
め
る
「
子
ど
も
読
書
活
動
」

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書
が
で
き
る
環
境
の
整
備
・
読
書
習
慣
の
形
成



　

ま
た
、
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
に
か
け
て
は
、
言
語
活
動
充
実
の
一

環
と
し
て
新
聞
記
事
を
使
っ
た
授
業
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

他
に
も
、
目
標
と
す
る
読
書
量
を

定
め
る
と
と
も
に
、
一
定
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
何
冊
か
の
本
を
紹
介
す
る

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
で
は
、
本
の
内
容
を
教
え
る
の
で
は

な
く
、
面
白
さ
を
伝
え
、
読
ん
で
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

萬
里
図
書
館

読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供

　

早
い
時
期
に
読
書
が
習
慣
化
す
れ

ば
、
そ
の
習
慣
は
一
生
変
わ
ら
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
に
慣
れ
親
し
む
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
が
必
要
で
す
。

　
「
読
み
聞
か
せ
」「
子
ど
も
と
し
ょ
か

ん
ま
つ
り
」「
読
書
感
想
文
・
読
書
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」「
子
ど

も
の
読
書
週
間
」
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し

い
行
事
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
読
書
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
温
も
り
を

感
じ
な
が
ら
本
に
親
し
む

　
「
大
好
き
な
お
母
さ
ん
の
ひ、
、ざ

に
の
り
、
声
を
か
け
て
も
ら
う
。

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
と
て
も
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
な
ん
で
す

よ
」
と
話
す
の
は
、ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る

白
水
伊
保
子
さ
ん
。「
内
容
が
分

か
る
訳
で
は
な
い
け
ど
、
絵
本
に

興
味
を
も
ち
、
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
お
か
げ
で
、
図
書

館
に
通
う
お
母
さ
ん
も
増
え
た
と

言
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
生
後
４
カ
月
を

迎
え
、
健
診
に
訪
れ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
に
参
加
し
た
河
村
心こ

は
る絢

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
美
紀
さ

ん
。
家
で
は
す
で
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
始
め
て
い
ま
す
。「
今

日
は
、
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や

絵
本
の
読
み
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
家
で
も
実

践
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。



平成22年度　日出町水道事業会計決算状況報告

　炊事や洗濯、入浴など私たちの生活に水は欠かせません。安全で良質

な水道水を安定的に供給するため、皆さんからいただく水道料金を主な

財源として、水道施設の整備や維持管理などを実施しています。

収
入
と
支
出
の
概
要

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
き
地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
計
制
度
は
、
企
業
の
経
営
成
績
や

財
政
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
企

業
会
計
方
式
を
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
経
営
に
伴
う
収

入
（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て

る
と
い
う
独
立
採
算
性
を
原
則
に
経
営

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福

祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
常
に
効
率

的
な
事
業
運
営
を
図
り
、
企
業
の
経
済

性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
は
将
来
に
わ
た
り
皆
さ
ん

へ
安
定
給
水
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
水
源
の
確
保

や
水
道
施
設
の
整
備
な
ど
の
事
業
が
不

可
欠
で
す
。

収
益
的
収
支

　　

収
益
的
収
支
と
は
、
水
を
つ
く
り
、

ご
家
庭
に
水
を
お
届
け
す
る
た
め
の
収

支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
３
８
２
，
８
８
６
千

円
に
対
し
、
支
出
合
計
は
３
３
６
，

０
９
４
千
円
で
差
引
４
６
，
７
９
２
千

円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

の
利
益
は
、
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金

の
償
還
に
備
え
減
債
積
立
金
に
２
６
，

７
９
２
千
円
、
配
水
管
の
更
新
な
ど

に
備
え
建
設
改
良
積
立
金
に
２
０
，

０
０
０
千
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

資
本
的
収
支

　　

資
本
的
収
支
と
は
、
配
水
池
の
建
設

や
配
水
管
の
整
備
な
ど
に
使
用
す
る
た

め
の
収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
１
４
０
，
２
５
９
千

円
に
対
し
、
支
出
合
計
は
３
５
３
，

１
９
３
千
円
で
２
１
２
，
９
３
４
千
円

の
財
源
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
積
立
金

や
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却

費
な
ど
の
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

給 水 人 口 25,192 人

給 水 件 数 9,635 件

配 水 量 3,431,000㎥

一日平均配水量 9,399㎥

給水の状況

収益的収支（千円）
項　目 金　額

収益的収入 382,886

営業収益　　 382,645

営業外収益　 241

収益的支出 336,094

営業費用　　 298,582

営業外費用　 35,635

特別損失　　 1,877

純 利 益 46,792

資本的収支（千円）
項　目 金　額

資本的収入 140,259

企業債　　　 117,900

負担金　　　 2,094

国庫補助金　 20,265

資本的支出 353,193

建設改良費　 131,664

企業債償還金 221,529

不 足 額 212,934

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

知
っ
て
お
き
た
い
行
政
情
報



藤
原
住
宅
・
青
津
山
住
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
町
営
藤
原
住
宅
（
１
戸
）

○
所
在
地　

藤
原
４
５
９
番
地
１

○
家
賃　

１
１
，
８
０
０
円
〜

　
　
　
　

１
７
，
５
０
０
円

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
は
入
居
者
負

担
。
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式
。

●
町
営
青
津
山
住
宅
（
１
戸
）

○
所
在
地　

川
崎
４
９
８
４
番
地

○
家
賃　

１
０
，
０
０
０
円
〜　
　
　

　
　
　
　

１
４
，
９
０
０
円

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

ト
イ
レ
は
汲
取
り
式
。

■
駐
車
場　

１
台
（
無
料
）

■
募
集
期
間　

11
月
７
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
18
日
（
金
）

■
抽
選
日　

11
月
25
日
（
金
）
10
時
〜

■
抽
選
場
所　

役
場
３
階
大
会
議
室

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

① 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

② 
入
居
者
の
合
算
所
得
が
年
額
１
，

８
９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

④ 

入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ
と
。

⑤ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦ 

入
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■ 

申
込
・
問
合
先　

都
市
建
設
課
管
理

係
☎
73
‐
３
１
７
２

幼
稚
園
入
園
受
付

幼
稚
園
の
入
園
申
込
み

が
始
ま
り
ま
す

　

来
年
４
月
か
ら
公
立
幼
稚
園
に
入
園

さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
次
の

受
付
期
間
中
に
、
入
園
申
込
み
の
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児　

　

 

町
内
在
住
者
で
平
成
18
年
４
月
２
日

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
。

■
申
込
期
間

　

12
月
５
日
（
月
）
〜
12
月
16
日
（
金
）

■
申
込
場
所　

各
町
立
幼
稚
園

■
必
要
な
も
の　

印
鑑

■
そ
の
他

○
保
育
料
（
月
額
４
，
５
０
０
円
）

○
給
食
費
（
月
額
４
，
０
０
０
円
程
度
）

＊ 

保
育
終
了
後
18
時
ま
で
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
別
途
料
金

が
必
要
で
す
）

■
問
合
先

　

教
育
総
務
課
☎
73
‐
３
１
５
７

移
動
町
長
室
開
催
中

町
長
と
気
軽
に
意
見
交

換
し
ま
せ
ん
か

　

役
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
「
移
動
町
長
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
お
伺
い
し
て
、
各
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
つ
き

合
わ
せ
て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

■ 

内
容　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る

こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に

町
長
と
お
話
し
く
だ
さ
い
。

○
５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

○ 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間
30

分
程
度
。

○ 

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し
ま

す
。

■ 

申
込
方
法

　

 　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
の
日
時
、

場
所
等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催

日
時
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
す
。

■ 

問
合
先　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
‐
７
２
９
４

「不登校」を考える講演会

　「ダイヤモンドの会」では、不登校について考え
てもらいたいと、次の日程で講演会を開催します。
　同会は、日出町老人いこいの家で月に 1度例会
を開催しています。
　例会では、保護者の方が体験談や今の気持ちを
お互いに話し合い、悩みやつらさを共有します。
　そうすることで気持ちが楽になり、子どももゆっ
くり考えることができるようになります。
　一人で悩まずに、ぜひ参加してみてください。

と　き　11月 26日（土）18時 30分～ 20時
ところ　日出町保健福祉センター　研修室
講　師　加嶋　文哉氏
　　　　（星の会代表・不登校大分県ネット会長）
参　加　 無料、申込み不要。
主　催　 ダイヤモンドの会
　　　　 （不登校児の親の会）
問合先　福祉対策課子育て支援係
　　　　　☎ 73‐ 3121



　若宮八幡神社が創建 1050 年を迎え、
10 月 14 日・15 日の両日、式年大祭
が開催されました。
　初日は庄内神楽が奉納され、2日目
には、軒の井毛槍保存会による「毛槍
ひねり」や艶やかな衣装を身にまとっ
た「稚児行列」が、若宮八幡神社から
二の丸館まで練り歩きました。
　ほかにも、もちまきや子どもみこし、
ひょっとこ踊りなども披露されました。

若
宮
八
幡
神
社
創
建
１
０
５
０
年
式
年
大
祭

艶
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い

稚
児
行
列
が
町
を
練
り
歩
く

ひじまちじどうかんまつり

いろんなお仕事を体験
働くことの大切さを学ぶ

　10 月 15 日、町保健福祉センターで、「ひじまちじどうか
んまつり」が開催されました。
　この日、町保健福祉センターは、子どもが主役の町「キッ
ズタウン」に大変身しました。
　キッズタウンにはコンビニやカフェ、保育士、映画館など
14の仕事ブースが設けられました。そこでは、働く人もお客
さんも子どもたちだけ。
　子どもたちは、働きたい仕事を選び、実際にその仕事を体
験して給料（キッズ券）をもらいました。もらったキッズ券は、
キッズタウンの中で使うことができ、映画館で映画を見たり、
カフェで飲み物やデザートを食べたりと多くの子どもたちで
賑わいました。

TOWN　TOPICS
まちの話題　9月～ 10 月

日出町ポータルサイト「ひじ jin.com」
 広報紙に掲載されなかった写真やイベントなど身近な情報が満載。
　  「http://hijijin.com」



ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
す

　

10
月
16
日
、「
ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
５
㎞
・
10
㎞
・
20
㎞

の
３
コ
ー
ス
に
、
合
わ
せ
て
６
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

10
㎞
の
コ
ー
ス
で
は
経
塚
山
を
出
発
し
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
、
布
教
の
た
め
大

分
を
訪
れ
た
際
に
通
っ
た
と
さ
れ
る
西
鹿
鳴
越

道
を
歩
き
、
途
中
、
山
田
湧
水
で
休
憩
、
城
下

海
岸
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
の
町
中
央
公
民
館
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
後
、
参
加
者
に
は
無
料
で
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
参
加
者
の
受
付
や
先
導
、

交
通
整
理
な
ど
に
「
豊
の
船
の
会
」「
あ
お
ぞ

ら
会
」「
豊
岡
地
区
婦
人
会
」「
商
工
会
青
年
部
」

「
い
ろ
は
か
る
た
」「
風
ま
ち
茶
屋
」
の
皆
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。



健　康

子育て
11月の休日当番医
　　　健康増進課 ☎ 73 ‐ 3130

＊診療時間は変わる場合があります。
　 各医療機関や健康増進課にご確認
ください。

３日　サンライズ酒井病院 72‐2266
６日　河野医院 72‐2302
13日　真那井診療所 72‐5270
20日　酒井医院 72‐2624
23日　日出児玉病院 72‐2724
27日　矢野小児科医院 72‐1011

12月の休日当番医
４日　鈴木病院 73‐2131
11日　サンライズ酒井病院 72‐2266

イ ン フ ル エ 予防接種が効果的

正しく知って予防しよう
ン ザ

離乳食教室

テーマは笑って元気！

　日出町健康づくり推進協議会では、

「笑って元気」をテーマに、次の日程で

講演会をします。

とき　　12月 12日（月）

　　　　10時～ 11時 30分

ところ　町中央公民館ホール

演題　　「笑って元気　日本人の底力」

講師　　矢野　大和　氏

＊申込不要、参加無料。

問合先　健康増進課長寿健康係

　　　　☎ 73‐ 3130

講　演　会

　今年もインフルエンザが流行する時期になりました。インフルエン
ザについて正しく知り、適切な予防に取り組みましょう。

かぜとインフルエンザの違い

インフルエンザの予防策

○手洗い、うがいをしましょう。
○咳エチケットを心がけましょう。
○人ごみを避け、不要不急の外出を避けましょう。
＊ 普段からの健康管理が重要です。栄養と睡眠を十分にとり、抵抗力
を高めておくこともインフルエンザの発症を防ぐ効果があります。

予防接種を受けましょう

　予防接種は感染予防と重症化予防に効果があります。本格的な流行
期の前に接種しましょう。
【高齢者に対する予防接種について】
対象者　日出町に住民票がある次の方
　① 65歳以上の方（予防接種時）
　②  60 ～ 64歳の方で一定の心臓や腎臓、呼吸器の機能またはヒト免

疫不全ウィルスによる免疫機能に障害を有する方。
接種場所　町内の医療機関
期間　　　平成 23年 10月 1日（土）～平成 24年 1月 31日（火）
接種料　　自己負担額 1,000 円（生活保護受給者は無料）
接 種の際必要なもの　①健康保険証　② 60～ 64歳の方は医師の診断
書または身体障害者手帳の写し。

問合先　健康増進課長寿健康係　☎ 73‐ 3130　

特　徴 か　ぜ インフルエンザ
流行シーズン 通年かかる 11 月末～ 3 月頃
病気の経過 緩やかに進む 急激に進む
初 期 症 状 くしゃみ、鼻水 悪寒、高熱など
発 熱 微熱（37～ 38℃） 高熱（38 ～ 39℃）
関 節 痛 軽度 重い

　離乳食に関する相談や試食などを行う教室です。
　「離乳食の始め方や進め方が分からない」という方は、ぜひお子さ
んと一緒に参加してください。前回参加した方も、大歓迎です。
とき　　12月 13日（火）10時 30分～ 11時 30分
ところ　町保健福祉センター
＊申し込みは必要ありません。
対象　　離乳食期（１歳６カ月ころまで）
問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73‐ 3121



参 加 者 募 集 プレママ・プレパパスクール

出産前の子育て講座
日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　赤ちゃんとママのふれあい広場
　 9日（水）・17日（木）・22日（火）
10時～12時

● 七五三バックを作ろう（0歳～就学
前まで）10日（木）　10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　11日（金）・25日（金）10時45分～
●赤ちゃんパネルシアター（0歳～2歳）
　17日（木）10時～12時
●お店屋さんごっこ（0歳～就学前）
　18日（金）10時～12時　
　川崎地区公民館
●11月誕生会（0歳～就学前）
　21日（月）11時～

日出町児童館 ☎72‐0323

●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児)
　18日（金）11時15分～11時45分
● チャレンジ・ザ・ランキング（小学
生から大人まで　定員30名）
　26日（土）13時30分～15時30分
　 ２～４人の１グループで申し込んで
ください。
●ちびっこあつまれ（乳幼児・要申込）
　29日（火）10時～11時30分
●積み木でおみこしを作ろう（小学生）
　30日（水）15時～16時30分

さざんか児童館 ☎72‐8383

●赤ちゃん広場（0歳児　要申込）
　11日（金）10時30分～　
　参加費　200円
●海岸で遊ぼう（小学生対象・要申込）
　12日（土）13時～16時
●絵本の読み聞かせ（乳幼児）
　14日（月）10時30分～
●さざんかちびっこ祭り
　23日（水）10時～14時30分
●巡回児童館（中央公民館）
　29日（火）10時30分
●保育園の誕生会に参加しよう（要申込）
　11月生まれの乳幼児親子対象
　30日（水）10時～
●親子グループ（10時30分～）
　0～1歳親子対象　8日・15日
　　  2歳　 〃　　10日・17日
　3～5歳　 〃　　  9日・16日

両親学級

　初めて赤ちゃんを産むことは不安ですし、産んだ後はどこに相談
すれば良いのかなど戸惑うことがいっぱいです。
　日出町では未来のお母さんやお父さんに、育児やママのサポート
など、子育てについての様ざまな知識を学んでいただく講座を開催
します。
　この機会に出産や子育てについて学びませんか？
ところ　日出町地域子育て支援センター（大神保育園併設）
内　容　
　講座①　「赤ちゃんをむかえる心の準備」
　　　　とき　11月 12日（土）10時～
　　　　講師　大分県助産師会の助産師、日出町の保健師
　　　　内容　 ママの身体と心の変化、新生児の保育、ママが嬉し

いサポートなど
　講座②　「ママを支える心構え」
　　　　とき　12月 17日（土）10時～
　　　　講師　おおいたパパクラブのメンバー
　　　　内容　パパの育児支援（育児、家事ほか）、交流会など
対　象　出産や子育てに関心のある方（既婚、未婚を問いません）
定　員　25 組
参加料　無料
その他　 どちらか一方の講座のみでも受講可能ですが、できるだけ

両方受講してください。
申込・問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73‐ 3121

　妊婦さんとその家族を対象に、妊娠・出産・育児についての知識
や関心を深めるための教室を開催します。
　ぜひ、この機会にご家族の方と一緒に参加してください。
とき・テーマ
○  12 月３日（土）10 時～ 11 時 30 分（２人で行う子育てについ
ての話、妊婦体験）

○ 12月 18日（日）10時～ 12時
　（制度の話、沐浴体験）
ところ　町保健福祉センター母子保健室
申込　開催日の 10日前までに申し込みしてください。
持ってくるもの
　母子健康手帳、筆記用具、子育て応援マップ
＊動きやすい服装でお越しください。
申込・問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73‐ 3121



増
加
が
怪
し
く
な
る
日
出
町
の
人
口
動
態

　

日
出
町
の
人
口
は
、昭
和
40
年
代
に
入
る
と

減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
、昭
和
50
年
代
か
ら
は

大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
分

市
、別
府
市
へ
の
通
勤
可
能
な
距
離
で
あ
る
こ

と
か
ら
、住
宅
団
地
を
造
成
し
た
こ
と
、ま
た
、

町
内
や
国
東
半
島
周
辺
で
企
業
の
立
地
が
進

ん
だ
た
め
、就
業
者
が
増
加
し
、町
内
で
の
居

住
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

　

こ
の
傾
向
は
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
、最
近

の
調
査
で
は
、大
分
市
、別
府
市
、杵
築
市
、国

東
市
な
ど
の
周
辺
市
に
移
動
圏
域
が
拡
大
し
、

日
出
町
に
住
む
就
業
者
の
う
ち
48
％
が
町
外

に
通
勤
、ま
た
町
内
で
働
く
者
の
38
％
が
町
外

か
ら
の
通
勤
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
９
月
末
現
在
の
人
口
は
、２
万
８
，６

５
３
人
で
、数
年
前
に
比
べ
る
と
、急
速
に
人

口
の
伸
び
率
が
低
下
、辛
う
じ
て
増
加
を
保
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。こ
れ
は
、従
来
と
は

逆
転
し
て
死
亡
者
が
出
生
児
を
上
回
る
傾
向

に
な
り
、一
方
で
転
入
者
が
転
出
者
を
や
や
上

回
る
と
い
う
こ
と
で
、い
わ
ゆ
る
社
会
増
に
よ

っ
て
、人
口
の
増
加
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
少
子
化
、高
齢
化
の
傾
向
は
逐
年

確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、他
市
町
村
で
人
口

の
減
少
が
あ
っ
て
も
、日
出
町
で
は
さ
ら
な
る

発
展
策
を
講
じ
て
、人
口
増
加
を
図
り
、町
勢

の
発
展
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

　

日
出
町
の
特
色
を
挙
げ
る
と
、周
辺
市
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
格
と
、他
市
住
民
の

働
く
場
を
提
供
す
る
産
業
の
町
と
し
て
の
性

格
の
両
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
10
号
線
、２
１
３
号
線
、県
道
日
出
真

那
井
杵
築
線
、空
港
道
路
な
ど
が
走
り
、さ
ら

に
高
速
道
路
に
も
近
接
し
、４
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
を

も
ち
、交
通
の
便
は
極
め
て
良
好
、気
候
は
温

暖
で
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、海
山
の
幸
に
恵
ま

れ
美
味
し
い
水
が
自
慢
。生
活
環
境
の
素
晴
ら

し
い
町
で
す
。

　

空
港
や
国
東
半
島
、そ
し
て
県
北
地
域
と
県

都
を
つ
な
ぐ
中
間
点
に
位
置
し
、地
勢
の
優
位

性
、利
便
性
を
生
か
し
て
、県
北
地
域
の
拠
点

と
し
て
生
活
圏
を
拡
大
さ
せ
、大
い
に
日
出
町

の
地
域
力
と
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
と
交
流
で
賑
わ
い
の
ま
ち
へ

　

人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
今
日
で

も
人
口
の
増
え
て
い
る
日
出
町
で
す
が
、と
も

す
れ
ば
減
少
の
町
に
転
落
し
よ
う
と
し
て
お

り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
各
種
施
策
に
よ
り
、町

勢
の
発
展
を
期
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、日
出
町
で
は
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
り
、ふ
れ
あ
い
と
交
流
に
よ
り
賑
わ

う
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
地

区
と
日
出
城
趾
周
辺
地
区
を
相
互
に
関
連
づ

け
一
体
的
に
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

日
出
城
趾
周
辺
地
区
で
は
二
の
丸
館
を
中

心
に
、裏
門
櫓
、裏
門
、駐
車
場
、芝
生
広
場
、大

手
通
り
な
ど
の
整
備
は
す
で
に
完
成
し
、こ
の

た
び
石
垣
と
二
層
の
建
屋
か
ら
成
る
鬼
門
櫓

の
一
次
工
事
が
概
成
し
ま
し
た
。今
後
、荒
壁

な
ど
の
乾
燥
期
間
を
待
っ
て
、内
装
、外
装
な

ど
の
仕
上
げ
工
事
に
入
り
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
28
日
に
、二
の
丸
館
の
竣
工
式
を

行
っ
て
以
来
、訪
れ
る
人
た
ち
も
次
第
に
多
く

な
り
、開
館
以
来
10
月
中
旬
ま
で
の
延
べ
来
館

者
数
は
、５
万
６
，９
８
４
人
を
数
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、バ
ス
１
５
８
台
、自
家
用
自
動
車
１

万
５
，３
８
５
台
、計
１
万
５
，５
４
３
台
を
数

え
、約
１
年
半
で
来
館
者
、駐
車
場
利
用
者
は

10
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
の
丸
館
内
で
は
、商
品
の
即
売
、喫
茶
コ

ー
ナ
ー
の
利
用
も
多
く
あ
り
、ま
た
、空
き
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、博
多
人
形
展
、生
け
花

展
、藍
染
め
展
、絵
画
・
書
道
展
、美
術
展
、写
真

展
な
ど
の
展
示
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。企
画
実
施
者
の
皆
さ
ん
は
、町
内
外
か
ら

の
方
々
で
、作
品
な
ど
の
発
表
の
機
会
を
得
て

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
、こ
れ
ま
で
に
19
回
の
開

催
を
数
え
、来
館
者
も
１
万
９
，４
５
６
人
に

達
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
、憩
い
、ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
、ま

た
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。今
後
と
も
多
く
の

方
々
の
交
流
施
設
と
し
て
活
用
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

高
校
跡
地
も
こ
れ
か
ら
商
業
地
域
に

　

観
光
面
の
振
興
に
加
え
て
雇
用
や
地
域
振

興
の
た
め
、Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。高
校
跡
地
で
は
用
地
を
取
得
し
、

交
差
点
か
ら
暘
谷
駅
ま
で
の
上
下
水
道
の
整

備
、進
入
道
路
や
街
灯
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。今
年
５
月
10
日
に
は
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
起

工
式
が
行
わ
れ
、着
々
と
工
事
が
進
ん
で
お

り
、い
よ
い
よ
11
月
10
日
に
は
開
店
の
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
店
に
よ
り
、販
売
地
域
が
日
出
町
の
他
に

国
東
半
島
地
域
、別
府
市
と
広
範
囲
で
あ
る
こ

と
か
ら
、雇
用
や
日
出
町
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

一
方
、入
り
口
西
側
に
は
、亀
の
井
ホ
テ
ル

大
分
日
出
店
の
建
設
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
９
階
ま
で
の
建
屋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
は
ほ
と
ん
ど
出
来
上
っ
て
お
り
、来
年
の

完
成
に
向
け
て
内
装
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

完
成
を
期
し
て
、こ
れ
ま
で
他
市
で
宿
泊
し

て
い
た
人
た
ち
が
こ
の
ホ
テ
ル
を
拠
点
に
活

動
す
る
こ
と
に
な
り
、地
域
経
済
に
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
出
町
や
周
辺
の
商
工
業
者
の
皆
さ

ん
と
取
引
関
係
に
あ
る
人
や
、冠
婚
葬
祭
に
お

い
て
宿
泊
を
他
市
に
求
め
て
い
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
な
ど
に
も
大
い
な
る
利
便
性
の
確
保

に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
駅
周
辺
の
整
備
と
し
て
、暘
谷
駅

舎
、駅
前
広
場
、線
路
を
南
北
に
ま
た
ぐ
自
由

通
路
な
ど
、基
本
計
画
作
成
の
た
め
の
入
札
を

行
い
、現
在
落
札
業
者
に
よ
り
、測
量
調
査
や

関
係
者
と
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、駅
周
辺
整
備
に
は
Ｊ
Ｒ
関
係
機
関
と
の
多

く
の
協
議
が
必
要
で
す
。調
査
の
状
況
を
見
な

が
ら
、グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
部
分
の
活
用
の
検
討
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

日出町長　工藤　義見

その 58

だ
よ
り



定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　11月1日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　11月8日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　豊岡地区公民館
　と　き　11月15日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　相談先　 社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
　　　　　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72－1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　 日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73－3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097－545－0110
　　　　　　　 （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の場

合は休み）13時30分～16時
30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　（ 収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097－536－1458

萬里図書館　　　☎72－ 2851

本を大切に扱って下さい

　 　最近、図書館利用者の中にマナーの悪い人が見受けられます。

　 　マーカーで線を引いたり切り取ったりした本、食べ物のカスなどで汚れ

た本などが多く見られます。

　 　図書館の本は、みんなのものです。次に読む人の気持ちになって、本を

大切に扱ってください。

11 月の休館日
　　　3日・7日・13日・14日・21日・23日・24日・27日・28日

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ

　　○とき　11月 12日（土）・26日（土）10時 30分～ 11時 30分

　　○対象　幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM（フムフム） による読み聞かせ

　　○とき　11月 25日（金）11時～ 11時 30分

　　○対象　0歳～ 5歳くらいまで

新刊案内

「電車の顔」

鈴木さちこ：著　鉄道ジャーナル社：刊

　ほっこり顔の小湊鉄道、働きマン風の山手線な
ど、鉄道好きのイラストレーターが出会った「電
車の顔」を紹介。

「心のクスリ」

読売新聞医療情報部：編　文藝春秋：刊

　不安な時代の生き方、家族との幸福、恋愛で発
する生命のエネルギー。読めば元気になる、人生
の達人による言葉の処方箋。『読売新聞』連載を
単行本化。

「冠婚葬祭でモメる 100 の理由」

島田　裕巳：著　文藝春秋：刊

　ちょっとした行き違いから人間関係が壊れるの
が冠婚葬祭。だれにも相談できない悩みに、著者
が100のＱ＆Ａ。



講　

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

○ 

と
き　

12
月
６
・
13
・
20
日

　

10
時
〜
12
時
（
毎
週
火
曜
日
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

【 

年
末
年
始
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

講
座
（
エ
ク
セ
ル
）
】

○ 

と
き　

12
月
１
・
８
・
15
・

22
日
10
時
〜
12
時
（
毎
週
木

曜
日
）

○ 
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

【 

手
芸
と
コ
ラ
ボ
・X

'm
as 

カ

ー
ド
講
座
（
ワ
ー
ド
）
】

○ 

と
き　

12
月
２
・
９
・
16
日

　

10
時
〜
12
時
（
毎
週
金
曜
日
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

11
月
22
日（
火
）

▼
申
込
・
問
合
先　

　

 

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出
☎
75

‐
８
６
３
７

薬
物
依
存
症
家
族
学
習
会

　

わ
が
国
で
は
、
覚
醒
剤
、
大

麻
、
シ
ン
ナ
ー
、
処
方
薬
な
ど

薬
物
の
乱
用
者
は
３
０
０
万
人

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
薬
物
依
存
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
周
囲
の
方
々
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
薬
物
依

存
症
の
問
題
を
持
た
れ
て
い
る

方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
ご
本

人
の
回
復
に
向
け
て
、
薬
物
依

存
症
に
つ
い
て
学
び
合
う
「
薬

物
依
存
症
学
習
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

募　

集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼ 

出
願
期
間　

11
月
15
日（
火
）

〜
２
月
29
日
（
水
）

▼
資
料
請
求
・
問
合
先

　

 

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１

２

ひじ産業まつり

会　場　日出町中央公民館

　　　　町営体育館

駐車場　大田公園と高校跡地

開催日　11月27日（日）

　　　　9時30分～15時30分

　町内企業の紹介や、地元でとれた農産物など

の展示・販売を行います。

　他にも、日出町親善大使による歌謡ショーな

どのステージイベントもあります。

『しし鍋』・『苗木』無料配付あり

内　容

　・農林水産部門

　　　農林水産物、海産物、加工品の販売。

　　　農漁村女性団体等によるレストラン。

　・商工業部門

　　　 町内企業の事業 PRや製品販売、町の特

産品販売。

　・その他

　　　 河内明美さんによるステージショーやキ

ティ達によるショー、もちまきなど。

問合先　農林水産課☎ 73‐ 3127

　　　　商工観光課☎ 73‐ 3158

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



【
第
１
回
】

▼ 
と
き　

11
月
30
日
（
水
）
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
内
容

○
薬
物
依
存
症
者
の
理
解
と
対
応

○
参
加
者
同
士
の
交
流

【
第
２
回
】

▼ 

と
き　

12
月
14
日
（
水
）
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
内
容　

○
当
事
者
・
家
族
の
体
験
発
表

○
参
加
者
同
士
の
交
流

▼
方
法　

講
話
・
話
し
合
い

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
受
付
期
間　

９
月
30
日

（
金
）
〜
11
月
22
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４

１
‐
５
２
７
６

親
子
料
理
教
室

　

園
児
・
児
童
と
保
護
者
の
24

組
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▼ 
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
10

時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
大
学

▼
申
込
締
切
日　

　

11
月
26
日
（
土
）

▼ 

費
用　

保
護
者
５
０
０
円
、

園
児
と
児
童
１
人
目
３
０
０

円
、
２
人
目
か
ら
２
０
０
円

▼ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
園
児
・
児
童
の
皆
さ
ん

は
上
履
き

▼ 

問
合
先　

別
府
大
学
食
物
栄

養
学
科
☎
66
‐
９
６
３
０

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

▼ 

申
請
期
間　

12
月
２
日
（
金
）

〜
12
月
27
日
（
火
）

▼
受
講
料

○ 

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分
ご

と
に
３
１
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

○ 

前
期
受
講
料
の
ほ
か
、
合
否

判
定
通
知
郵
送
料
80
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▼
と
き

○ 

第
１
種
消
防
設
備
点
検
資
格

　

者　

平
成
24
年
１
月
11
日
（
水
）

　

〜
13
日
（
金
）（
３
日
間
）

○ 

第
２
種
消
防
設
備
点
検
資
格

　

者　

平
成
24
年
１
月
18
日
（
水
）

　

〜
20
日（
金
）（
３
日
間
）

▼ 

と
こ
ろ　

新
日
鐵
明
野
研
修

セ
ン
タ
ー
「
攻
玉
寮
」

▼
申
請
書
提
出
・
問
合
先　

　

 

県
消
防
設
備
安
全
協
会
☎
０

９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

そ
の
他

き
の
み
フ
ェ
ス
タ

　

地
域
の
方
々
と
共
に
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
理
解

を
深
め
、
障
が
い
者
の
地
域
生

活
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

▼
日
程
（
予
定
）

○ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
９

時
〜
12
時

○ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
時
〜
10
時
30
分

○ 

陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
慰
問
演

奏
10
時
45
分
〜
11
時
25
分

○ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
11
時
35
分

〜
14
時
30
分

○
物
品
販
売
・
模
擬
店

○
パ
ネ
ル
店
・
作
品
展

○ 

お
楽
し
み
抽
選
会
14
時
40
分

〜
15
時

▼
と
き　

11
月
19
日
（
土
）

▼ 

と
こ
ろ　

杵
築
市
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー

▼ 

問
合
先　

樹
の
実
園　

☎
０

９
７
８
‐
62
‐
２
１
１
１

休
日
エ
イ
ズ
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査
は
匿

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



　

大
分
刑
務
所
で
は
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
九
州
・
沖
縄
地
方
の
矯

正
施
設
に
よ
る
九
州
矯
正
展
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

▼ 

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
や

少
年
院
職
業
補
導
製
品
（
野

菜
を
含
む
） 

の
展
示
即
売
、

施
設
見
学
、
刑
務
作
業
体

験
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
矯
正

広
報
コ
ー
ナ
ー
等

▼
と
き

○
11
月
19
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

○
11
月
20
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
刑
務
所

▼ 

問
合
先　

大
分
刑
務
所
☎
０

９
７
‐
５
４
６
‐
３
１
５
３

ご
存
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
等
の
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
た
が
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
、
こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

大
分
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
２

‐
７
１
６
１

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）
対

象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、

11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月
１

日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年

金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
年
齢

○
65
歳
未
満　

　

年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

○
65
歳
以
上　

　

年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

▼ 

問
合
先　

別
府
年
金
事
務
所

☎
22
‐
５
１
１
１

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す

る
無
料
健
康
診
断

　

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

名
・
無
料
、
結
果
は
採
血
後
約

30
分
で
判
明
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
電
話

に
よ
る
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
き　

12
月
４
日
（
日
）
９

時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

東
部
保
健
所

▼ 

申
込
・
問
合
先　

エ
イ
ズ
相

談
電
話
☎
67
‐
７
０
４
０

九
州
矯
正
展

車いすマークの駐車場 !　思いやりの気持ちで利用しよう

大分あったか・はーと駐車場利用証制度

（パーキングパーミット制度）

　大分県では、ショッピングセンターや公共施設などに

設置された車いすマークの駐車場を適正に利用していた

だくため、障がいのある方など歩行困難な方に、県内共

通の利用証を交付する「大分あったか・はーと駐車場利

用証制度」を導入します。

　健常者の方が「少しの時間だから・・」などの理由で

駐車することのないよう、一人ひとりがゆずりあいや思

いやりの心をもち、誰もが安心して暮らしていけるよう、

皆様のご理解とご協力をお願いします。

利用対象者　

　 　障がい、高齢、難病などにより歩行が困難な方。妊

産婦、けがなどにより一時的に歩行が困難な方。

利用証の取得方法　

　 　大分県東部保健所（別府市）、同保健所地域福祉室（日

出町）、日出町社会福祉協議会等、日出町福祉対策課。

申請受付開始　12月 1日（木）

問合先　

　大分県地域福祉推進室　地域福祉班☎ 097-506-2622

杵築速見消防本部の新庁舎

杵築速見消防本部の新庁舎が完成

　杵築速見消防本部新庁舎（杵築市）が完成し、11月 1日より

稼働を開始します。管内からの１１９通報は、今後消防本部で「一

括受信」します。

　従来は、日出町内で１１９通報をすると「日出消防署です」と、

応答していましたが、今後は「杵築速見消防本部です」と応答さ

れますので注意してください。

問合先　杵築速見消防本部　☎ 0978 ‐ 62‐ 4341
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３
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東日本大震災義援金のお礼

　10月 11 日現在、日出町に集まった
義援金の総額は 17,251,563 円です。
　今月号は、7 月 19 日から 10 月 20
日までに、1万円以上の義援金を寄せ
ていただいた方のみ氏名を掲載してい
ます。ご支援ありがとうございます。
日出町弓道会 18,406 円
匿名 10,000 円
安部君子 30,000 円

昭和 25年豊岡町立豊岡中学校卒業
　　　喜寿同級会一同 30,000 円
匿名  10,000 円
日出町職労青年部  10,000 円
法花寺区 18,000 円
幸喜屋設置募金箱 11,880 円
フルゴスペル大分教会 100,000 円

昨年の成人式の様子

平成23年度日出町成人式のお知らせ

とき　　平成２４年１月８日（日）

　　　　受付１０時～／式典１１時～

場所　　町中央公民館ホール

対象者　平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれの方

＊町内の中学校卒業生及び住民票のある方にはご案内致します。

申込・問合せ先　生涯学習課　☎ 73-3156
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日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,653 （＋ 7） ＋ 43
　　　 男 13,699 （－ 4） ＋ 22
　　　 女 14,954 （＋ 11） ＋ 23

世帯数 11,538 （＋ 7） ＋ 90

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 2）
（＋ 7）
（－ 29）
（＋ 3）
（＋ 21）
（＋ 3）

321
7,291
5,835
3,868
5,867
5,471

平成23年10月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

甲斐　弘
ひろよし

凱さん（67）　
（豊岡本町）

　10月 30日、豊岡本町の天満

社で例大祭が開催され、およそ

50年ぶりに本みこしの巡業が行

われました。

　今年の４月から天満社の総代

長を務める甲斐弘凱さんを中心

に、総代や地元有志が協力、本

みこしの巡業復活に向け準備を

進めてきました。

　「地域の絆が大切」と話す甲斐

さん。昔は何か困ったことがあ

れば、近所同士助け合いながら

暮らしていました。

　「人のつながりがあまり感じら

れない、さみしい時代になりま

した」。甲斐さんは、地域のみん

なが活気づき楽しく暮らせる町

にしたいと、4年前から地元の

有志らと豊岡漁港を拠点に、さ

まざまなイベントを企画してき

ました。

　今回、本みこしの巡業復活は、

別府湾ロイヤルホテルの前支配

人である、小川大三郎さんにみ

こしを見せたことから始まりま

した。これまでも、小川さんに

はイベント実施にあたり多方面

から協力してもらっていたそう

です。

　「こんな良いものを眠らせてお

くのはもったいない」と言う小

川さんの言葉に、甲斐さんはみ

こしの巡業復活を決意しました。

　およそ 50 年もの間、神楽殿

の蔵に保管されていたみこしを

運びだし、傷み具合をチェック

しました。塗装のはがれなどが

あり専門業者に相談したところ、

修復に200万円ほどかかると言

われました。

　そんなお金はないと、業者の

方に相談しながら、自分たちで

修復作業を始めました。

　取材に伺った 10 月 6日、甲

斐さんは地域の方数人と一緒に、

みこしの塗装をはがす作業をし

ていました。

　「大祭まで時間がない。なんと

か間に合わせないと」、大祭まで

にみこしの修復や衣装のこと、

担ぎ手集めなど、やらなければ

いけないことがまだまだたくさ

ん残っています。

　地域の方も、およそ 50 年ぶ

りの再開を楽しみにしているそ

うです。

　「地域に元気を取り戻したい。

年に 1度のお祭りかもしれない

が、これが地域おこしの第一歩

になってくれればうれしい」と

話してくれました。

お
よ
そ
50
年
ぶ
り
に
、
み
こ
し
の
巡
業
が
復
活


